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1. とりまとめの⽬的 

平成２３年９⽉の台⾵１２号に伴う未曾有の降⾬では、熊野川流域におい
て⼤規模な⼟砂崩壊、計画規模を超える洪⽔によって広域で甚⼤な被害が発
⽣した。 

これを受け、熊野川の河川管理者である近畿地⽅整備局、三重県、奈良県、
和歌⼭県と、沿川市町村及びダム管理者が、緊密な連携を図りながら、熊野
川の⼀貫した総合的な治⽔対策を推進することを⽬的に、平成２４年７⽉に
「熊野川の総合的な治⽔対策協議会」が設⽴され、令和 4 年度で１０年が経
過した。 

令和３年１０⽉には「新宮川⽔系河川整備基本⽅針」が変更されるととも
に、「新宮川⽔系（熊野川）河川整備計画」が令和４年３⽉に策定され、そ
の間、洪⽔対応や濁⽔対策等の課題に対し、関係機関が協議会を通じて相互
に連携し、さまざまな取組みを進めてきた。 

今回、「熊野川の総合的な治⽔対策協議会」の設⽴から１０年の節⽬とし
て、これまでの協議会での取組み内容や成果をとりまとめるものである。 

 

 

 
1



 

2. 平成 23 年紀伊半島⽔害の概要 

2.1  洪⽔の概要 
8 ⽉ 25 ⽇にマリアナ諸島の⻄の海上で発⽣した台⾵第 12 号は、発達しながら北上し、9 ⽉ 3 ⽇ 10

時前に⾼知県東部に上陸した。その後、台⾵はゆっくりと北上して四国地⽅、中国地⽅を縦断し、⽇
本海に進み、9 ⽉ 5 ⽇ 15 時に⽇本海中部で温帯低気圧となった。台⾵は、⼤型で、さらに動きが遅か
ったため、⻑時間にわたって台⾵周辺の⾮常に湿った空気が流れ込み、⻄⽇本から北⽇本にかけて、
⼭沿いを中⼼に広い範囲で記録的な⼤⾬となった。 

・基準地点相賀上流の流域平均⾬量が 24 時間⾬量で観測史上最⼤となる 714.0mm を記録した。 
・基準地点相賀では、観測史上最⼤流量の約 24,000m3/s を記録し、基本⾼⽔のピーク流量 

19,000m3/s を⼤きく上回った。また、各地点で計画⽔位を⼤きく上回った。 
 

（出典：気象庁）

凡例

流域図

水系図

大台ヶ原

熊野川流域

8月30日18時～4日24時

50    100    200   400   600   800  1000  1200
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相賀上流流域平均⾬量
24時間⾬量：714.0mm  

『新宮川⽔系河川整備基本⽅針の変更に係る説明資料集（令和 3 年 10 ⽉） P.10 に加筆』 

図−2.1 平成 23 年 9 ⽉洪⽔における等⾬量線図 
 

相賀地点
最⾼⽔位：19.60m
最⼤流量：約24,000m3/s

（観測史上最⼤）

成川地点
最⾼⽔位：10.65m

⾼岡地点
最⾼⽔位：13.98m（痕跡⽔位）

下流鮒⽥⽔⾨
最⾼⽔位：12.07m（以降故障）

 
図−2.2 各地点における⽔位の状況 
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『新宮川⽔系河川整備基本⽅針の変更に係る説明資料集（令和 3 年 10 ⽉） P.10 より引⽤』 

図−2.3  平成 23 年 9 ⽉洪⽔における成川地点の⽔位 
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『新宮川⽔系河川整備基本⽅針の変更に係る説明資料集（令和 3 年 10 ⽉） P.10 より引⽤』 
図−2.4  新宮川流域における年最⼤⾬量の推移 
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『新宮川⽔系河川整備基本⽅針の変更に係る説明資料集（令和 3 年 10 ⽉） P.10 より引⽤』 
図−2.5 平成 23 年 9 ⽉洪⽔における基準地点相賀の流量 
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『新宮川⽔系河川整備基本⽅針の変更に係る説明資料集（令和 3 年 10 ⽉） P.10 より引⽤』 
図−2.6 新宮川流域における年最⼤流量の推移 
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2.2  洪⽔被害の概要 
この洪⽔によって、新宮川⽔系の広範囲で洪⽔氾濫による多くの浸⽔被害が発⽣し、特に熊野川下

流部の新宮市、紀宝町等では、甚⼤な被害が発⽣した。 
・熊野川下流部の国管理区間（新宮市、紀宝町）では、浸⽔⾯積 426ha、3,322 ⼾（床上 2,162 ⼾、

床下 1,160 ⼾）の家屋・事業所等が浸⽔した。 
・新宮川⽔系の指定区間の沿川においては、821 ⼾（床上 740 ⼾、床下 81 ⼾）の家屋・事業所等

が浸⽔した。 

 

   
    紀宝町（成川地区）の浸⽔状況   新宮市（相筋地区）の家屋浸⽔状況 

『第 22 回協議会 資料 1-2 P.18 より引⽤』 

図−2.7  平成 23 年 9 ⽉洪⽔の熊野川氾濫状況 
 

   
紀宝町の浸⽔状況      紀宝町（⾼岡地区）輪中堤の被災状況 

『第 22 回協議会 資料 1-2 P.17 より引⽤』 

図−2.8  平成 23 年 9 ⽉洪⽔の相野⾕川氾濫状況 
 

   
⽇⾜地区（新宮市熊野川町）の浸⽔状況  浅⾥地区（紀宝町）の浸⽔状況 

『新宮川⽔系河川整備基本⽅針の変更に係る説明資料集（令和 3 年 10 ⽉） P.11 より引⽤』 

図−2.9  平成 23 年 9 ⽉洪⽔の指定区間氾濫状況 
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『新宮川⽔系河川整備基本⽅針の変更に係る説明資料集（令和 3 年 10 ⽉） P.10 より引⽤』 

図−2.10  平成 23 年 9 ⽉洪⽔の浸⽔被害 

凡例
︓浸⽔範囲
︓越⽔箇所
︓輪中堤
︓国管理区間

河川 市町 浸⽔⾯積
（ha）

浸⽔⼾数（⼾）

床上 床下 計

熊野川
（本川）

新宮市 110.2 1,293 1,008 2,301

紀宝町 29.4 402 142 544

計 139.6 1,695 1,150 2,845

相野⾕川 紀宝町 286.7 467 10 477

合計 426.3 2,162 1,160 3,322
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2.3  ⼟砂災害の概要 
この洪⽔によって、流域各所で⼟砂災害が発⽣し、⼀部集落が孤⽴した。また、深層崩壊による⼤

規模河道閉塞が 17 箇所で発⽣した。 
 
・紀伊半島各地で⼟⽯流、地滑り、がけ崩れ等の⼟砂災害が 106 件発⽣し、奈良・和歌⼭県内の道

路は⼟砂崩れ等により⾄るところで⼨断され、国道及び県道の通⾏⽌めは 204 箇所を数え、それ
に伴い 18 集落が孤⽴した。 

・散点的に発⽣した深層崩壊により⼤規模河道閉塞が 17 箇所で発⽣し、うち５箇所が⼟砂災害防
⽌法に基づく緊急調査が⾏われた。 

・崩壊箇所は 3,000 箇所にのぼり、崩壊⼟砂量は約１億 m3（東京ドーム約 80 倍の量に相当）と推
測され、深層崩壊は、総⾬量が多い領域とは異なる⼆津野及び⾵屋ダム流域で多数発⽣した。緊
急調査対象となった深層崩壊（河道閉塞５箇所）箇所の１箇所あたりの崩壊⼟砂量は、数百〜数
千万 m3 にのぼる。 

 

平成23年台⾵12号の主な災害
（三重県、奈良県、和歌⼭県）

■⼟砂災害：106件
⼟⽯流等：59件
地すべり：16件
がけ崩れ：31件（平成23年12⽉31⽇時点 ⽔管理・国⼟保全局砂防部調べ）

■国道・県道の通⾏⽌め：236箇所（三重・奈良・和歌⼭県内）
■孤⽴集落：18地区（平成23年9⽉11⽇時点 孤⽴解消箇所を含む）
■死者：72⼈ 不明者：16⼈（災害関連死を含む、平成24年７⽉7⽇現在）

凡例

通⾏⽌め（平成23年9⽉５⽇時点 各県ウェブサイトデータより）

孤⽴集落（平成23年9⽉11⽇時点）

⼟砂災害箇所（⼈的被害あり）

⼟砂災害箇所

 

『新宮川⽔系河川整備基本⽅針の変更に係る説明資料集（令和 3 年 10 ⽉） P.11 より引⽤』 
図−2.11  平成 23 年 9 ⽉洪⽔における⼟砂災害発⽣状況 
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『新宮川⽔系河川整備基本⽅針の変更に係る説明資料集（令和 3 年 10 ⽉） P.11 より引⽤』 
図−2.12  平成 23 年 9 ⽉洪⽔における深層崩壊の発⽣状況 
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凡例
⼀級・⼆級河川
⼀級・⼆級河川流域界

特定緊急砂防事業実施箇所

府県界
郡市区界
町村区界

各崩壊箇所の崩壊土砂量図（推定量）

崩壊⼟砂量（空中写真判読等により算出）

 　⼟砂量︓⼤














 　⼟砂量︓⼩

高さ
(m)

満水湛水量
(万m3)

崩壊土砂量
(万m3)

土石流危険範囲

距離(km) 幅(m)

①赤谷 85 550 900 20 300

②長殿 80 270 680 7 250

③栗平 100 750 1390 3 250

④北股 25 4 120 0.8 200

⑤熊野 60 110 410 4 150

河道閉塞箇所の規模

 

『新宮川⽔系河川整備基本⽅針の変更に係る説明資料集（令和 3 年 10 ⽉） P.11 より引⽤』 
図−2.13  平成 23 年 9 ⽉洪⽔における崩壊箇所と⾬量の関係 
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3. 協議会⽴ち上げの経緯 

3.1  熊野川の総合的な治⽔対策協議会設⽴趣旨 
熊野川流域は、⽇本有数の多⾬地帯である紀伊半島に位置し、洪⽔が発⽣しやすい地域特性を有し

ている。 
流域の広い範囲で予測困難な深層崩壊等の⼟砂災害の発⽣や、⼟砂流出による河道内への⼟砂堆積

など、洪⽔における被害リスクを抱えている。 
平成２３年９⽉の台⾵１２号に伴う未曾有の降⾬では、⼤規模な⼟砂崩壊、計画規模を超える洪⽔

によって広域で甚⼤な被害が発⽣した。  
⼀⽅、熊野川流域の河川管理は、下流を国が管理し、中上流域では流域の３県がそれぞれ管理を⾏

っている。また、熊野川の⽔資源を利⽤する複数の施設管理者、河川利⽤者が存在している。このこ
とから、洪⽔対応等の危機管理において上下流⼀貫したハード対策及びソフト対策を実施するために
はこれら関係者のより密接な連携が必要不可⽋である。  

そこで、熊野川の河川管理者である近畿地⽅整備局、三重県、奈良県、和歌⼭県と、沿川⾃治体及
びダム管理者が、緊密な連携を図りながら、熊野川の⼀貫した総合的な治⽔対策を推進するため、本
協議会を設⽴するものである。 

 

3.2  協議会の構成員 
本業協議会の構成員を表−3.1 に⽰す。 
 

表−3.1 協議会構成委員 
近畿地⽅整備局 河川部 河川部⻑

紀南河川国道事務所⻑
紀の川ダム統合管理事務所⻑
紀伊⼭系砂防事務所⻑

三重県 県⼟整備部⻑
奈良県 県⼟マネジメント部⻑
和歌⼭県 県⼟整備部⻑
関⻄電⼒(株) 再⽣可能エネルギー事業本部副事業本部⻑
電源開発(株)⻄⽇本⽀店 ⽀店⻑
⼗津川・熊野川沿川⾃治体 天川村⻑

五條市⻑
野迫川村⻑
⼗津川村⻑
⽥辺市⻑
新宮市⻑
熊野市⻑
紀宝町⻑

北⼭川沿川⾃治体 上北⼭村⻑
下北⼭村⻑
北⼭村⻑  

令和 4 年 6 ⽉時点 
※第 3 回協議会から治⼭対策を所管する森林部局がオブザーバーとして参加 
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3.3  開催状況 
本協議会は平成 24 年度に設⽴されて以降、基本的に年 2 回開催してきた。近年の開催状況として、

新型コロナウイルスの流⾏に伴い、書⾯開催および Web 会議により実施している。本協議会の開催状
況を表−3.2 に⽰す。 

 

表−3.2 協議会の開催状況 

開催年度 開催⽇ 備考
第1回 平成24年7⽉2⽇(⽉)
第2回 平成24年12⽉20⽇(⽊)
第3回 平成25年7⽉2⽇(⽕)
第4回 平成25年12⽉26⽇(⽊)
第5回 平成26年7⽉25⽇(⾦)
第6回 平成26年12⽉25⽇(⽊)
第7回 平成27年2⽉23⽇(⽉)
第8回 平成27年3⽉24⽇(⽕)
第9回 平成27年7⽉3⽇(⾦)
第10回 平成27年11⽉11⽇(⽔)
第11回 平成28年5⽉18⽇(⽔)
第12回 平成28年11⽉10⽇(⽊)
第13回 平成29年6⽉1⽇(⽔)
第14回 平成29年11⽉22⽇(⽔)
第15回 平成30年6⽉6⽇(⽔)
第16回 平成30年11⽉30⽇(⾦)
第17回 令和元年6⽉7⽇(⾦)
第18回 令和元年11⽉28⽇(⽊)
第19回 令和2年6⽉5⽇(⾦) 書⾯開催
第20回 令和2年11⽉30⽇(⽉) 書⾯開催
第21回 令和3年6⽉10⽇(⽊) 書⾯開催
第22回 令和3年12⽉23⽇(⽊) Web会議にて実施
第23回 令和4年度 令和4年6⽉8⽇(⽔) Web会議にて実施

令和2年度

令和3年度

平成27年度

平成28年度

平成29年度

平成30年度

令和元年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度
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4. 各機関における取組み及び経過 

4.1  機関ごとの取組み 
これまで協議会にて成果が報告されてきた取組みについて、各機関および事業区分ごとに種別し表

−4.1 に整理する。 
 

表−4.1 機関ごとの取組み⼀覧 
区分 機関 取組み 実施状況 実施期間

河川整備基本⽅針の変更 完了 令和３年
河川整備計画の策定 完了 令和３年
熊野川激甚災害対策特別緊急事業による河道掘削 完了 平成23年〜平成29年
熊野川改修事業（緊急対策特定区間）による河道掘削 完了 平成29年〜令和3年
ダム運⽤の更なる改善（猿⾕ダム） 実施中 平成24年〜
堆積⼟砂撤去及び砂利採取 実施中 平成23年〜
河川整備計画に基づく河道掘削 実施中 平成29年〜

奈良県 堆積⼟砂撤去及び砂利採取 実施中 平成23年〜
堆積⼟砂撤去及び砂利採取 実施中 平成23年〜
河川整備計画に基づく河道掘削 完了 平成29年〜令和3年

三重県・和歌⼭県 ⽇⾜地区等における浸⽔対策 実施中 平成30年〜
電源開発（株） ダム運⽤の改善 実施中 平成23年〜
近畿地⽅整備局 ダム堆砂処理 実施中 平成23年〜
関⻄電⼒（株） ダム堆砂処理 実施中 平成23年〜

⾵屋ダム取⽔⼝（表⾯取⽔設備）改造 完了 平成26年〜平成30年
濁⽔防⽔フェンスの設置 完了 平成26年〜平成27年
運⽤ルールの⾒直し 実施中 平成26年〜
ダム堆砂処理 実施中 平成23年〜
災害関連緊急砂防事業 完了 平成23年
特定緊急砂防事業 完了 平成24年〜平成28年
紀伊⼭系直轄砂防事業 実施中 平成29年〜
治⼭事業 実施中 平成23年〜
災害に強い森林づくり推進事業 実施中 平成26年〜
砂防事業 実施中 平成23年〜
治⼭事業 実施中 平成23年〜
砂防・地すべり対策事業 実施中 平成23年〜
治⼭事業 実施中 平成23年〜
砂防・地すべり対策事業 実施中 平成23年〜
⼗津川地区⺠有林直轄治⼭事業 実施中 平成23年(昭和42)〜
紀伊⽥辺地区⺠有林直轄治⼭事業 実施中 平成24年〜

近畿中国森林管理局

三重県
治⼭
砂防
河道閉塞対策

治⽔

濁⽔
電源開発（株）

和歌⼭県

近畿地⽅整備局

近畿地⽅整備局

和歌⼭県

奈良県

三重県

 

 

4.2  取組みの経過 
各機関が実施してきた取組みについて、年表形式にて各タイミングにおける事業効果および作業進

捗、着⼿・完了時期等を表−4.2〜表−4.4 に⽰す。 
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５.１０年間の進捗状況 
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紀伊半島大水害による堆積土砂の撤去、治水安全度の向上を目的として、令和３年度時点で約７３３万
m3の河道掘削を実施。

国管理区間においては紀伊半島大水害と同規模の洪水に対して、現況堤防高以下に水位を低減させる
対策を完了。

県管理区間においては、浸水被害の軽減・解消のため、三重県和気地区、和歌山県田長地区で河道掘
削、和歌山県日足地区で宅地嵩上げを完成。

10年間の進捗状況（河川改修）

河川激甚災害対策特別緊急事業
緊急対策特定区間事業

熊野川河道掘削の取り組み状況（平成２３年～令和３年）

県管理区間における浸水対策

各事業の河道掘削箇所

掘削前・後の横断図の比較

河道流下断面が約20％向上

計画掘削量305万m3

宅地浸水被害の軽減 県道（避難経路）の
浸水頻度の軽減

日足地区の宅地嵩上げ 和気、田長地区の河道掘削

熊野川の総合的な治水対策協議会
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10年間の進捗状況（利水ダムの治水協力）

洪水調節機能を有していない利水ダム（猿谷ダム（国交省）、池原ダム、風屋ダム（電源開発（株）））に
おいて、ダム下流域の被害軽減を図るため、平成24年度より、大規模出水が想定される場合に予め空
き容量の確保を行い、洪水時にダム放流量の低減を図る運用（暫定運用）を開始。

令和２年度からは、洪水調節機能の早期の強化に向け、水系内の全てのダムを対象に、河川管理者、
ダム管理者及びダム参画利水者において、ダム事前放流に係る治水協定を締結、運用を開始。

平成３０年９月の台風２４号では、河川改修（河道掘削）と風屋ダム、池原
ダムの運用により、新宮市成川地点で約２．５ｍの水位低減効果を発現。

ダム位置図

成川

風屋ダム 池原ダム

風屋ダム、池原ダムにより５，０２０万m3（京セラドーム約４２杯分）を貯留

平成30年9月台風24号時のダム運用実績

水位低減効果

猿谷ダム 猿谷ダム

熊野川の総合的な治水対策協議会
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日
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10年間の進捗状況（濁水対策）

紀伊半島水害により、ダム上流域で大規模崩落が多数発生したこと等から、濁水の長期化が深刻化し
たことを踏まえ、濁水長期化軽減対策における当面の目標として、水害以前の状況まで濁度を低減させ
る取組みを開始。

崩落地対策、河道への土砂流出防止対策や河道内（貯水池含む）の堆積土砂撤去の他、風屋ダム、二
津野ダムにおいて、施設改良、運用改善等、複合的な対策を行う中で、濁度は改善傾向にある。

新宮川水系の流域図

南桧杖濁度状況
（新宮市データ）

注 流域雨量はティーセン法による算出値

注 日数は、新宮市による
13時の濁度データをもとに集計

南桧杖
濁度20以上
の日数
（新宮市データ）

降雨時には高い濁度が確認されるが、降雨後の濁度の低減後は水害前
（H19）の濁度の低い時期と同程度の濁度に低減している。

平成23年災害後、濁度20以上の日数は減少傾向

風屋ダム表面取水設備
改造工事

0.1
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度

南桧杖地点濁度（新宮市データ）

H19

H24

R03

R04

熊野川の総合的な治水対策協議会
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10年間の進捗状況（治山・砂防・河道閉塞対策）

紀伊半島大水害で発生した大規模斜面崩壊や河道閉塞箇所の決壊による二次災害のおそれのある箇
所に対し、平成２４年度より特定緊急砂防事業を実施。
紀伊山系における斜面崩壊の拡大や不安定土砂の流出など土砂に起因した災害に対する安全度の向

上を図るため、平成２９年度より「紀伊山系直轄砂防事業」に着手する中で、令和２年度には清水地区の
対策工事が完成。
また、河道への土砂流出防止対策、発生源対策として治山、砂防事業の他、国による民有林直轄治山

事業を推進。

紀伊山系直轄砂防事業の実施箇所

清水地区完成式典の様子 河道閉塞の復旧状況（緊急対策工事完成時点）

～北股地区～

～赤谷地区～
H24.10.1撮影

H25.6.4撮影

H24.4.24撮影

H24.4.24撮影

工事前 工事後

工事前 工事後

崩壊斜面が一部崩落し、
土砂が仮排水路に流入

仮排水路からの排水状況と
末端部の洗掘

河道閉塞部の表面侵食により、排水パイプが
一部損傷

・流水を安全に流すための仮排水路を施工
・右岸法面対策、防護土堤の施工を実施

・湛水池の埋戻し、仮排水路工を実施
・崩壊上部の不安定土塊除去、のり面整形等を施工

熊野川の総合的な治水対策協議会
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河川激甚災害対策特別緊急事業・
緊急対策特定区間事業

河川激甚災害対策特別緊急事業 〔H23～H28〕
平成２３年台風１２号洪水による被害を踏まえ、原形復旧とあわせて再度災害防止を目的とした掘削・
築堤等を実施。
緊急対策特定区間事業 〔H29～R3〕
熊野川の治水安全度の向上とさらなる浸水被害の軽減を図るため、「緊急対策特定区間」を設定し、
河道掘削等を実施。また、掘削により影響を受けるJR熊野川橋梁の橋脚補強も実施。

河川激甚災害対策特別緊急事業

緊急対策特定区間事業

グラブ浚渫船による掘削状況

平成26年11月撮影

熊野川

【全体計画】
実施内容 ：河道掘削（約90万m3）

橋脚補強等
事業期間 ：H29～R03

事業毎の掘削実施箇所

事業概要

事業内容

凡 例

河川激甚災害対策特別事業（H29完了）

緊急対策特定区間事業（R3完了）

【全体計画】
実施内容 ：河道掘削（約215万m3）

築堤・堤防補強・橋脚補強等
事 業 費 ： 約286億円
事業期間 ：H23～H28

熊野川の総合的な治水対策協議会
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掘削完了後の目標水位 10.6m

掘削実施前の想定水位 12.0m

河川激甚災害対策特別緊急事業・
緊急対策特定区間事業

流量：約9,900m3/s
掘削量：237万m3

（R元年7月末時点）
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年度別掘削量（累計）(万m3)(万m3)

R元年7月末時点
の事業効果

気候変動の影響を加味してR4.3に策定された新宮川水系（熊野川）河川整備計画に沿って豊

かな河川環境等に配慮しながら河道掘削や堤防、護岸の整備等を進めてまいります。

令和元年 8月15日台風第10号出水における効果

平成23年～令和3年の掘削による効果

熊野川・相野谷川合流地点 相野谷川 高岡地区

事業効果

熊野川の成川地点および支川相野谷川の高岡地点では、河

道掘削を行わない場合に比べて約1mの水位を低下させ、氾
濫の危険性を回避。

相野谷川において、平成23年台風第12号と同規模の出水(24,000m3/s)による越水被害を軽減する。

今後の進め方

流量：約24,000m3/s
掘削量：305万m3

(215+90万m3)

約1.5mの
水位低減効果

約1.4mの
水位低減効果

熊野川：成川地点

今回の最高水位 4.56m

※断面を模式的に示しています。

掘削しなかった場合の想定水位 5.82m

約1mの水位低減効果
相野谷川：高岡地点輪中堤

掘削しなかった場合の想定水位 7.52m

今回の最高水位 6.26m

約1mの水位低減効果

熊野川の総合的な治水対策協議会
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試行運用による洪水時の放流量低減について、今後も継続して実施していく。

今後の進め方

ダム運用の更なる改善

平成23年紀伊半島大水害を受け、洪水時の放流量低減のため、猿谷ダムの空き容量を増強。

取組み概要

取組み内容

【試行運用の実施】
これまで

約400万m3

標高436m（常時満水位）

標高432m
4m

H24年から
標高436m（常時満水位）

約900万m3確保
標高426m

10m

■対象期間 9月1日～10月31日

■方法及び効果

1,000m㎥/sを超える洪水が予想される場合、関係機関の協力に
より事前に標高426mを目標に貯水位を10m下げて出水に備える。

これによりダムの空き容量約900万㎥確保。1000㎥/sを超える過
去洪水においては、下流宇井地区付近で約20～70ｃｍ程度の水
位低下が可能と考えられる。

＜関係機関：電源開発(株)、近畿農政局＞

■関係機関との調整

調整会議にて貯水位運用を調整
（毎年５月開催）

事業効果

• ダムへの流入量は最大約1,060㎥/sに対し、ダム放流量を約870㎥/sに減量する操作を実施
• 猿谷ダムでは、ダムへ流入してきた約390万㎥の洪水をダムへ貯留し、辻堂地点（猿谷ダムより下
流2km地点）では水位を約0.2m低下させる効果があった。

＜出水対応状況＞平成30年度台風２４号

熊野川の総合的な治水対策協議会
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大又川

大又川
桃崎地区

大又川
湯谷地区

大又川
野口地区 大又川

飛鳥地区

治水事業（堆積土砂撤去・砂利採取） 三重県

堆積土砂撤去〔H24～R3〕
台風12号により熊野川支川に異常堆積した土砂の撤去を実施。

砂利採取〔H26～H28〕
台風12号により熊野川本川に異常堆積した土砂の撤去を砂利採取により実施。

砂利採取

実施内容 ：本川堆積土砂撤去
（約6万m3）

事業期間 ：H26～H28

事業概要

事業内容

堆積土砂撤去

和気
楊枝

北檜杖

小船

河床掘削

量水標設置（H26
）

水位計

水位計設置（H25）

砂利採取箇所

板屋川

矢倉川

入谷川

跡田川

宇田口川

相野谷川

相野川
平尾井地区

那智川

湯の谷川
大和田川

西ノ谷川

相野川
井内地区

野添川

板屋

浅里

和気地区

瀬原

実施内容 ：支川堆積土砂撤去
（約16万m3）

事業期間 ：H24～R3

砂利採取

熊野川の総合的な治水対策協議会
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治水事業（河川改修工事） 三重県

災害対策等緊急事業推進費〔H26～H27〕
熊野川の河道掘削を行うことにより流下能力を向上し、再度災害防止を目的とした河道掘削を実施。

河川整備交付金事業費〔H29～R3〕
熊野川の治水安全度の向上を図るため、「河川整備計画」に基づき、河道掘削等を実施。

災害対策等緊急事業推進費

河川整備交付金事業費

【全体計画】
実施内容 ：河道掘削（約9万m3）

事業費： 約5.6億円
事業期間 ：H29～R03

R3.1 和気地区 完了
R3.8 瀬原地区 完了

事業概要

事業内容

実施内容 ：河道掘削（約1万m3）
事業費： 約1.5億円

事業期間 ：H26～H27

河床掘削範囲

17.0k～19.2k

和気
地区

熊野川

B'

B

河床掘削範囲
17.0k付近

和気
地区

熊野川

瀬原地区

熊野川

河床掘削範囲
7.8k～8.2k

A'

A
瀬原地区

和気地区

熊野川の総合的な治水対策協議会
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治水事業（河川改修工事） 三重県

計画高水流量：約12,000m3/s
掘削量：7.6万m3

（R3年1月 完了）

令和3年度に河川整備計画に位置付けた熊野川本川の河道掘削が完了したことから、引き続き

支川の護岸の整備等を進めるとともに、本川の再堆積についてモニタリングを行い、必要な対
策を検討します。

和気地区における河道掘削の効果

瀬原地区における河道掘削の効果

事業効果

計画対象流量12,000m3/s（確率1/10相当）に
おいて県道（避難経路）の浸水頻度の軽減

再堆積の抑制

計画対象流量12,000m3/s（確率1/10相当）
において県道の浸水を解消

今後の進め方

計画高水流量：約12,000m3/s
掘削量：1.0万m3

（R3年8月 完了）

完成後（上流より撮影）

掘削範囲

掘削範囲

澪筋の直線化を踏まえた掘削計画のイメージ図

澪筋の直線化掘削箇所

三重県
和気地区

和歌山県
田長地区

左右岸両岸を掘削することで、澪筋を直線化して
掃流力の向上を図り、再堆積を抑制しました。

熊野川の総合的な治水対策協議会
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奈良県

災害復旧事業 〔H23～H28〕
平成２３年台風１２号、平成２５年台風１８号及び平成２６年台風１１号洪水による堆積土砂の撤去を実施。

通常事業 〔H28～実施中〕
さらなる治水安全度の向上を図るため、続く土砂流出による堆積土砂の撤去を実施中。

新宮川水系 河川堆積土砂処分事業

事業概要

残土処分地（受入可）

残土処分地（他機関受入予定）

【凡例】

残土処分地（受入準備中）

河川（県管理区間）

河川（事業実施区間）

河川（ダム対応区間）

ダム

災害復旧区間（H23災-H28）

ー熊野川[風屋ダム上流]ー
災害復旧：約171万ｍ３

(H23～H26)
通常事業： ー

ー川原樋川ー
災害復旧：約14万ｍ３

(H23～H25)
通常事業：約1.8万m3

(R2～ )

ー神納川ー
災害復旧：約48万ｍ３

(H25～H28)
通常事業：約8.1万m3

(H28～ )

ー熊野川[風屋ダム下流]ー
災害復旧：約6万ｍ３

(H24～H25)
通常事業： ー

今西川

上湯川

西川

ー熊野川[九尾ダム上流]ー
災害復旧：約8万ｍ３

(H23)
通常事業： ー

事業内容 熊野川
九尾ダム上流

北山川

ー北山川ー
災害復旧：約9万ｍ３

(H23)
通常事業： ー

土砂発生源対策か
ら残土処分までの総
合的な土砂対策の更
なる推進にむけて、
国、自治体、関係機
関と連携していきま
す。

今後の進め方

事業効果

山手川

ー山手川ー
災害復旧：約4万ｍ３

(H23～H24)
通常事業： ー

ー滝川ー
災害復旧： ー
通常事業：約2.2万ｍ３

(H29～ )
池原ダム

滝川

ー旭川ー
災害復旧： ー
通常事業：約1.1万ｍ３

(R2～ )

旭川

H23.10.11撮影

R3.5.24撮影

●熊野川（五條市宇井・清水地区）

熊野川の総合的な治水対策協議会
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治水事業（堆積土砂撤去及び砂利採取）

平成23年台風12号を含む洪水等により河道内に堆積した土砂のうち、治水安全上影響が大きい箇所を撤去
＜撤去範囲＞ 堤防等から一定の保安距離を確保し、水面より+0.5mの範囲に堆積した土砂
＜撤去土量＞ 207万m3（和歌山県分のみ/推定堆積土量315万m3の内数）

事業概要

事業内容

【県による取組】
撤去土量：約87万m3 実施期間：H23～R3完了
実施手法：交付金、推進費、災害復旧等の活用

【市による取組】
撤去土量：約75万m3 実施期間：H24～継続中
実施手法：河川法第20条承認による工事

【民間事業者による取組】
撤去土量：約45万m3 実施期間：H24～継続中
実施手法：河川法第25条許可による工事

能城山本

日足

田長

本宮

熊野川の総合的な治水対策協議会
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・本県では、本川県管理区間における河川整備計画を平成21年9月に策定、平成29年10月に変更を行った
・本宮地区、日足地区、能城山本地区、田長地区において、輪中堤整備や河床掘削などを実施

事業概要

事業内容

治水事業（河川整備計画）

日足地区

本宮地区

田長地区

①

⑭

施工区間および整備内容

能城山本地区

位置図および横断図

施工地区 施工区間 整備内容 計画対象流量 

和
歌
山
県 

本宮地区 35.5k～37.5ｋ付近 
輪中堤延長 約 400m 
河床掘削 約 2,０00ｍ など 

5,600m3/s 

日足地区 
20.0k～21.0k 付近 輪中堤延長 約 1,000m など 

1２,000m3/s 能城山本地区 

田長地区 17.6k～18.2k 付近 河床掘削 約 600ｍ 

河床掘削

熊野川の総合的な治水対策協議会
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本宮地区および能城山本地区では実施中である河川整備の早期完成に努めるとともに、
今後、次段階の河川整備計画について国や三重県、地元地区と調整のうえ検討を進めていく。

事業効果

今後の進め方

治水事業（河川整備計画）

・「日足地区等フォローアップ部会」を設置し、日足地区、田長地区等の整備を推進
・日足地区輪中堤（令和3年6月築堤盛土完成）、田長地区河床掘削（令和2年1月完成）
⇒ 計画対象流量12,000m3/sの流下能力を確保

平成16年8月台風第11号相当の浸水被害を解消

田長地区
(R2.1完成)

日足地区
(R3.6築堤盛土完成)

日足地区

田長地区

発生年月日
洪水痕跡

水位
被害状況

（日足地区）

H16.8.4～5
（台風第11号）

約T.P.+33.0m 床上7戸

H16.8台風第11号
浸水被害状況

熊野川の総合的な治水対策協議会
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※ダムへの流入規模等により低減効果は異なる。
※〔 〕内の数字は平成23(2011)年台風12号の低減効果

約０～１５％

〔０％〕

約０～２５％

〔約１０％〕

現行運用に対する

低減効果（Ｂ）

約５～３０％

〔約５％〕

約５～５０％

〔約２０％〕

最大流入量に対する

低減効果（Ａ＋Ｂ）

風屋ダム池原ダム

約０～１５％

〔０％〕

約０～２５％

〔約１０％〕

現行運用に対する

低減効果（Ｂ）

約５～３０％

〔約５％〕

約５～５０％

〔約２０％〕

最大流入量に対する

低減効果（Ａ＋Ｂ）

風屋ダム池原ダム

現行運用実施前の運用
に対する低減効果（Ｂ）

ダムの運用改善

 電源開発（株）は熊野川の利水者として、池原・風屋ダムにおいて自主的に目安水位を設け空き容量を確
保することにより、洪水を低減するための措置を平成9（1997）年より実施した。

 また、平成23（2011）年台風12号により熊野川流域において甚大な被害が発生したことを重く受けとめ、熊
野川の河川整備の現状を鑑み社会的責任の見地から、平成9（1997）年に設定した目安水位の低下を図
り、更に洪水を低減するためのダム運用の改善策である暫定運用を平成24（2012）年6月15日から開始し
た。

 令和2（2020）年5月に河川管理者・ダム管理者・関係利水者にて治水協定を締結した。
（治水協定に基づく事前放流等の現行運用は、これまでの暫定運用の方法と同様）

経 緯

概 要

 大規模出水が予想されるときは、ダム水位を低下して空き容量を確保し、洪水時のダム放流量低減を図
る。

 ダム水位低下は、台風情報（中心位置、予測進路）と長期（84時間）降雨予測に基づく判断により、出水の
概ね2~3日前に開始する。

当初目安水位による容量

現行目安水位による容量

当初目安水位による容量

池原ダム

風屋ダム

24,000

4,000

現行目安水位（23.0m）

11,000

70,000

合計 28,000

容量（千m3）

満水位（30.0m）

合計

当初目安水位（24.0m）

現行目安水位①（27.5m）

現行目安水位②（26.0m）

現行目安水位による容量

容量（千m3）

48,000

満水位（35.0m）

11,000

当初目安水位（29.0m）

当初目安水位設定時

両ダム合わせて
98,000千m3

(+26,000千m3)

両ダム合わせて
72,000千m3

現在（現行目安水位設定）

満水位

目安水位

最低水位

暫定目安水位②

暫定目安水位①

死水容量

堆砂容量

有効貯水容量洪水吐

※概念図であり、縮尺や縦横比は異なる。

※当初目安水位 ： 平成9（1997）年に設定した水位

※現行目安水位 ： 平成24（2012）年に設定し、ダム操作規程で謳っている「暫定目安水位」

当初目安水位

現行目安水位①

現行目安水位②

※現行目安水位は、電源開発（株）が自主的に対応出来る最大限度

ダムの空き容量の概念図

ダム水位水位低下開始基準

ダム放流量低減のイメージ（池原ダム）
放流量（現行運用実施前の運用）

放流量（現行のダム運用）

流入量
Ａ
Ｂ

流
入

量
/放

流
量

時間

低減効果

熊野川の総合的な治水対策協議会
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ダムの運用改善

運用実績
台風発生数284のうち、 21台風が水位低下開始基準に該当
※ 暫定運用を開始した平成24（2012）年6月から令和4（2022）年12月までの集計

最大流入時放流量の低減効果（実績）
平成30（2018）年台風20号では、池原ダムと風屋ダムそれぞれで3,000m3/s超の低減効果を確認

 電源開発（株）は、これまでのダム運用の実績からその効果・課題等を整理し、学識者および河川管理者に
よる「ダム操作に関する技術検討会」にてご意見・ご指導を仰ぎながら毎年検証している。その結果、以下
の事由により、現行の運用ルールを継続することとしている。

• 水位低下開始基準を検証した結果、基準に該当せず洪水に到達した2事例を除き、基準の妥当性が
確認できたこと。

• 上記2事例について、それぞれ基準に準じたダム運用を実施し、洪水の低減が図られていること。

• 現行目安水位の設定根拠（現在の気象予測技術、ダムの構造上の特性および下流利水者等への影
響等を総合的に勘案して対応出来る最大限度）について、変化がないことが確認できたこと。

 併せて、気象予測技術および降雨・流入量予測の高度化の状況を踏まえ、流域関係者に対して、当社ダム
の放流量予測情報の提供に取り組んでいく。

（情報伝達ルート多重化、インターネットへのダム情報提供、サイレン吹鳴等の改善等、他の情報伝達方法
の改善は対応済み）

 引続きダム運用の実績を蓄積し、「ダム操作に関する技術検討会」にて検証し、改善を図っていく。

効 果

今後の進め方

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

池
原
ダ
ム

流
量
（
m

3
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）

最大流入量

最大流入時放流量
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号

12
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14
号

H24
（2012）

H25
（2013）

H26
（2014）

H27
（2015）

H29
（2017）

H30
（2018）

R1
（2019）

R2
（2020）

風
屋
ダ
ム

流
量
（
m

3
/s
）

約3,100m3/s低減

約3,200m3/s低減

※1 基準に未達で、洪水量に到達した台風
※2 令和3（2021）年、令和4（2022）年は、水位低下開始基準に到達した台風は発生していない

※1※1

熊野川の総合的な治水対策協議会

 
32



 
 
 
 
 
 
 
 

６.各機関の取組み状況 

【濁水】 
 

〇近畿地方整備局 

１ ダム堆砂処理・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・34 

 

〇関西電力（株） 

２ 関西電力のダム堆砂処理・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・35 

 

〇電源開発（株） 

３ 熊野川における濁水長期化軽減対策・・・・・・・・・・・・・・・・・・・36 
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ダム堆砂処理

ダム堆砂処理

【全体計画】
実施内容 ：土砂掘削
事業期間 ：H23～

猿谷ダム

貯砂ダム

阪本取水口

重点掘削箇所

貯砂ダム

掘削箇所

撮影日：平成30年2月22日 貯水位 約421.3m

猿谷ダムの堆砂量と除去量

今後も猿谷ダムの堆砂状況を把握し、堆砂除去等の対応を継続していく。

今後の進め方

• 堆砂測量は、音響測深器による深浅測量を毎年実施。
• 概ね計画通りの堆砂率となっており、計画的に堆砂土砂撤去を実施。

取組み概要

・平成23年の水害以前から奈良県五條市大塔町の猿谷ダムの堆砂除去を実施
・平成23年の水害以降、除去した堆砂の公共工事への活用等により、堆砂除去を継続実施

取組み概要

取組み内容

熊野川の総合的な治水対策協議会
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0

The Kansai Electric Power Co., Inc.

川迫ダム・九尾ダムの堆砂量と除去量

関⻄電⼒のダム堆砂処理

関⻄電⼒の熊野川流域のダム堆砂状況

各ダムの堆砂量（千ｍ３）
H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

川迫 830 913 921 940 941 943 940 935 958 942 940 944
九尾 623 879 841 824 821 791 766 737 741 705 653 606
旭 836 1,062 1,026 1,032 945 980 981 992 1,022 1,019 1,033 1,046

瀬⼾※ 221 308 337 357 − − 385 − − 407 − −
 ※H26年度から測定頻度を１回/３年に変更
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九尾ダムの堆砂状況 堆砂量 除去量 堆砂率

11
⽉
測
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実
施
予
定

計
画
除
去
量

R4年10⽉31⽇時点

取組み概要
関⻄電⼒では、平成２３年の⽔害以前から奈良県天川村の川迫ダム、九尾ダムの堆砂除去を⾏ってき

た。平成２３年の⽔害以降は、除去した堆砂の同村内に設けた⽔⾕⼟捨場への運搬や公共⼯事への活⽤
により、両ダムの堆砂除去を継続している。

今後の取組み
今後も流域内ダムの堆砂状況を把握し、川迫ダム、九尾ダムの堆砂除去等の対応を継続していく。

熊野川の総合的な治水対策協議会
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熊野川における濁水長期化軽減対策

経 緯

 電源開発（株）は、昭和42（1967）年頃に濁水長期化問題が顕在化して以降、風屋ダム取水口（表面取水

設備）を設置するとともに、発電およびダム運用による濁水早期排出および表面取水設備の効果的な運用
ルールを定め、濁水長期化軽減に努めてきた。

 平成23（2011）年9月台風12号によりダム上流域で大規模崩落が多数発生し、出水時の濁質量増加、出水

後の高濁度水の長期化が顕著となる等、濁水長期化が深刻化した。これを踏まえ電源開発（株）は、「熊野
川の総合的な治水対策協議会」ならびに「熊野川濁水対策技術検討会」により示された対策のうち、風屋ダ
ム取水口（表面取水設備）改造等の設備対策、運用ルールの見直しを実施した。

濁水防止フェンスの設置
• 出水時におけるフェンス下流の清水分画・温存
• 貯水池・調整池下層への濁水誘導等

※ 電源開発（株）の取組みについて記載

風屋ダム取水口（表面取水設備）改造
• よりきれいな水を取水（取水深、ゲート移動範囲の変更）
• 壊れにくくする（ゴムシート式から鋼製へ変更）

運用ルールの見直し
• 濁水早期排出・清水貯留期間の変更

• 風屋ダム下流左岸支川清水の活用（運用中は風屋ダムに注水せず二津野ダムへ直接清水を供給）
• 十津川第二発電所の出力制約（放水口濁度が17度以上で1/2出力運転、50度以上で発電停止）

改造前（旧設備）

改造後（現行：平成30（2018）年6月以降）

※濁水早期排出・清水貯留期間は、濁水状況に応じて適切に変更
（二津野ダム清水貯留は上流からの濁水早期排出状況を考慮して
風屋ダムより数時間遅れて開始）

16.0ｍ
　

14.0ｍ

出水ピーク後の日数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 24 2514 15 16 17 18 19 26

30m

風
屋
ダ
ム
水
位

▽予備放流水位(26m)

25m

20m

20 21 22 23

15m

H14ルール

出水期間

濁水早期排出（約5日間） 発電停止及び清水貯留（約9日間） 通常運用（表面取水）

H27ルール 濁水早期排出（約8日間） 発電停止及び清水貯留（約12日間）
通常運用

(表面取水)

H30ルール 濁水早期排出（約6日間） 発電停止及び清水貯留（約10日間） 通常運用（表面取水）

H14ルール

H27ルール▽16.7ｍ 洪水吐越流頂

▽20.5ｍ

H30ルール

出水ピーク後の日数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

5m

二
津
野
ダ
ム
水
位

0m

-5m

H14ルール

出水期間

H30ルール

発電停止（最大1４日間）
通常運用

濁水早期排出（約5日間） 清水貯留（約9日間）

H27ルール
発電停止（最大２０日間） 通常

運用濁水早期排出（約8日間） 清水貯留（約12日間）

発電停止（最大１６日間）
通常運用

清水貯留（約10日間）濁水早期排出（約6日間）

H27ルール

H30ルール

H14ルール

概 要

堆積土砂排除
• 濁水発生源となる貯水池・調整池の堆砂排除

平成23（2011）年以降実績：合計 約386万m3

（風屋貯水池：約142万m3、二津野調整池：約238万m3、池原貯水池：約6万m3）

熊野川の総合的な治水対策協議会
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【参考】 バイパストンネルの目的、期待される効果

① 濁水長期化軽減

② 堆砂対策

③ 治水協力

④ 河川・海岸環境改善

礫の洗浄（クレンジング）

出典：国土交通省九頭竜川ダム統合管理事務所

熊野川における濁水長期化軽減対策

効 果

各地点の濁度状況の経時変化

対策（濁水早期排出・清水貯留、風屋ダム表面取水設備等）によって大水害前の水準に概ね回復
（下流域の濁度状況を更に改善するためには、国・県による流域対策（濁水の発生源対策）等が必要）

 国・県の流域対策に関わらず、電源開発（株）の対策は有効であることから、今後も継続する。
（堆積土砂排除についても、濁水発生源対策、洪水時の冠水被害の防止・低減等を目的として継続）

 流域の濁度状況等のモニタリングを継続し、対策効果を検証の上、現行運用（H30ルール）について、流域
の全体最適となるよう関係者と協議を継続し、改善していく。

 更なる改善策として、ダム等において効率的な濁水早期排出に資するバイパストンネル等の設置を計画す
る。

今後の進め方

バイパストンネルイメージ

※現在計画中であり、変更する可能性あり

※ 放流量が増加することによる治水効果は、出水毎に異なることから、効果が限定的とな
る可能性あり

※ 物理環境：土砂流下による粗粒化の解消（砂州の形成）や海岸浸食の抑制、
礫の洗浄（クレンジング）、伏流水の増加による濁水改善効果（礫間浄化）

生物環境：付着藻類、底生動物・魚類の生育環境の多様化

既存の放流設備よりも低い位置から放流できるため、貯水池内からより
多くの濁水を排出することが可能となる

出水中に流入する濁水・土砂を通過させ、下流に土砂を還元
堆砂量減少により、上流の冠水リスクが減

出水時の運用水位を更に低下することが出来るため、空き容量が増加
し、ダム放流量減少（治水効果が増）が可能となる※

下流への土砂供給により、河川・海岸環境が改善する※
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数
（
日
）

年 度

上野地地点 五百瀬地点 重里地点 南桧杖地点 風屋ダム地点年間降水量

平成23（2011）年
（紀伊半島大水害）

紀伊半島大水害前 大水害後～対策前 対策後

支川（五百瀬、重里）、本川下流
（南桧杖）の濁度20度以下の日数
の減少が顕著

濁水長期化が顕在化
支川の濁りが本川下流に影響

支川（五百瀬、重里）の濁度状況は
大きく改善していない

一方、本川下流（南桧杖）は、本川上
流（上野地）と同程度に改善

濁水長期化が軽減
（当社の対策が有効に機能）

対策後の本川下流（南桧杖）の濁度は、平成16（2004）年度（風屋ダム

地点年間降水量が至近年と同程度）と比較し20度以下の日数は同等以上

※ 欠測により、濁度20度以下の日数が
少ない場合がある

南桧杖地点の
濁度状況が改善

熊野川の総合的な治水対策協議会
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災害関連緊急砂防事業・特定緊急砂防事業
紀伊山系直轄砂防事業

災害関連緊急砂防事業・特定緊急砂防事業〔H23～H28〕
平成23年紀伊半島大水害で発生した河道閉塞等の大規模土砂災害に対し、緊急的に砂防事業を実
施するとともに、基幹となる砂防堰堤の整備等により被災箇所の安全度の確保を図ってきた。
紀伊山系直轄砂防事業〔H29～R18〕
紀伊山系における崩壊の拡大や不安定土砂の流出など土砂に起因した災害に対する安全度の向上
を図るため、引き続き砂防堰堤の整備等を実施。また、渓流からの土砂流出が著しく認められる流域に
おいて新たな砂防堰堤の整備等を進めている。

災害関連緊急砂防事業・特定緊急砂防事業 紀伊山系直轄砂防事業

実施内容 ：砂防堰堤等
事 業 費 ： 約890億円
事業期間 ：H29～R18

事業概要

事業内容

実施内容 ：砂防堰堤、斜面対策工、山腹工等
事業期間 ：H23～H28

令和4年8⽉撮影平成27年5⽉撮影 平成28年11⽉撮影

平成28年11⽉撮影

平成26年3⽉撮影

平成28年2⽉撮影

⾚⾕2号砂防堰堤 栗平1号砂防堰堤

⻑殿2号砂防堰堤

北股1号砂防堰堤

熊野1号砂防堰堤

⼩井⾕1号堰堤

熊野川の総合的な治水対策協議会
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R3年度の事業再評価において見直した中期計画に基づき、H23紀伊半島大水害の被災箇所の

復旧を進めるとともに、新たな砂防施設の整備を進めてまいります。

平成30年8月 台風20号における砂防堰堤効果

事業効果

大型台風20号が近畿に最接近し、23日から24日に
かけて、近畿全域で激しい雨が降り、降り始めからの
雨量は多いところで近畿南部で約550mm、近畿中部で
約220mm、近畿北部で約250mmを超えることとなった。

赤谷地区では、1号砂防堰堤が土砂の流出を抑制
（約80,000㎥）したことにより、川原樋川への土砂の堆
積が軽減された。

今後の進め方

災害関連緊急砂防事業・特定緊急砂防事業
紀伊山系直轄砂防事業

台風20号による1号砂防堰堤上流側の
土砂堆積状況平成30年8月25日撮影

２号砂防堰堤

１号砂防堰堤 １
２

累加レーダ雨量

・総雨量 310.0mm
（8/20  0:00～8/24 23:00）
・時間最大雨量 55.5mm

※ 雨量データが機器不良で欠測だったため
清水地区のものを記載

赤谷地区

清水地区

平成30年8月27日撮影平成30年6月4日撮影

大量の土砂が堆積

平成30年6月4日撮影

大量の土砂が堆積

１号砂防堰堤

２号砂防堰堤

平成30年8月25日撮影

１

２

２号砂防堰堤

１号砂防堰堤

⾚⾕地区

熊野川の総合的な治水対策協議会
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治山事業 〔H23～R3〕
山地災害の復旧、山地災害危険地区における災害の未然防止など県民生活の安全を確保するため
、治山施設の整備を進めるとともに、公益的機能が低下した保安林の整備を行います。

災害に強い森林づくり推進事業 〔H26～R3〕
「みえ森と緑の県民税」を活用し、災害に強い森林づくりを進めるため、流木となる恐れのある渓流沿
いの立木の伐採・搬出等を行います。

治山事業

災害に強い森林づくり推進事業

実施内容：危険木除去、森林整備
事業期間 ：H26～R3

事業概要

事業内容

実施内容：治山ダム等、森林整備
事業期間：H23～R3

（整備前） （整備後）

森林整備

治山ダム 山腹工

治山事業・

災害に強い森林づくり推進事業
三重県

熊野川の総合的な治水対策協議会
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治山事業・

災害に強い森林づくり推進事業

気候変動に伴い、台風や集中豪雨による災害が多発する中、引き続き、山地災害からの早期
復旧を図るとともに、災害を未然に防止するための治山施設の整備や、適正な森林の整備を実
施し、災害に強い森林づくりを進めてまいります。

治山事業

災害に強い森林づくり推進事業

事業効果

今後の進め方

事業箇所：34箇所 （H26～R3）

H26災害緩衝林整備事業（紀宝町：大地山）
危険木除去（整備前）

危険木除去（整備後）

H30災害緩衝林整備事業（熊野市：座崩）
森林整備、伐倒木整理（整備前）

森林整備、伐倒木整理（整備後）

事業箇所：186箇所 （H23～R3）

H30復旧治山事業（熊野市：火保）
治山ダム工

整備前 整備後

治山ダム工（整備後）

三重県

熊野川の総合的な治水対策協議会
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砂防事業 〔H23～R3〕
土砂災害から県民の生命・財産の保全を図るため、土砂災害防止施設の整備を進めています。
また、整備された砂防堰堤により、河川への土砂流出を抑制します。

事業概要

砂防事業 三重県

砂防事業

事業効果

事業箇所：８渓流 （H23～R3）

土石流発生直後 整備後

今後も引き続き、早期完成に向け土砂災害防止施設の整備を進め、県民の生命・財産の保全
に努めます。

今後の進め方

熊野川の総合的な治水対策協議会
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奈良県

●五條市大塔町簾

下北山村池峰△

●△十津川村山手柏谷

●野迫川村北股Ｂ

●上北山村西原奥和泉

●十津川村桑畑

●△十津川村猿飼

△下北山村前鬼宮ノ谷

上北山村西原ﾅﾒｺﾞ●
五條市大塔町中原●

△下北山村池峰山伏平

△下北山村大瀬

●天川村和田

●天川村沢原白石谷

●△十津川村上野地河津谷

●十津川村小川

●野迫川村平

●△五條市大塔町惣谷

●△
△天川村山西Ｃ

△天川村中谷

天川村山西Ａ・Ｂ

●野迫川村北股

●天川村洞川ﾑｶｲﾐﾈ

●天川村広瀬ｵｵﾔｻﾞｷ

●天川村洞川竜泉寺山

△野迫川村桧股大井谷

●下北山村上池原

天川村沢原五色
谷●

△十津川村川津

●天川村洞川面不動鍾乳洞上天川村洞川五代松●

●天川村広瀬

十津川村山手谷●

●上北山村小橡風折

十津川村今西山坂谷●△

十津川村内野●
十津川村杉清小井谷△

凡 例

● 山腹工

△ 渓間工

□ 事業継続箇所

県内の熊野川流域

はK65 　熊野川流域における山地災害への対応状況
　　（令和４年４月現在　奈良県水循環・森林・景観環境部　森林資源生産課）

事業継続箇所 事業完了箇所

県営事業箇所 89 4 85

うち熊野川流域箇所 42 2 40

事業別 箇所数
Ｒ４.４現在の進捗状況

熊野川流域における県営治山事業による奈良県の取組

熊野川の総合的な治水対策協議会
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奈良県

事業継続箇所において、近年の異常な降雨に伴う土砂の流出により、濁水の発生等がみられ
ることから、早期の事業完了を目指し、引き続き県営治山事業による発生源対策に取り組む。

今後の進め方

・荒廃渓流において、谷止工等を施工し、渓流内の不安定土砂の移動防止を図る。
・山腹崩壊地において、山腹基礎工、山腹緑化工を施工し、流出土砂の発生と移動の防止を図る。
・荒廃森林において、本数調整伐を行うことにより、林床植生を回復させ、表土の流出の防止を
図る。

取組の内容

山腹崩壊地の復旧

荒廃渓流の復旧

荒廃森林の整備

施工前 施工後

施工前 施工後

施工後施工前

熊野川流域における県営治山事業による奈良県の取組

取組箇所例：上北山村西原ナメゴ地区

取組箇所例：十津川村桑畑地区

取組箇所例：十津川村杉清小井谷地区

熊野川の総合的な治水対策協議会
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奈良県

砂防激甚災害対策特別緊急事業、地すべり激甚災害対策特別緊急事業、通常砂防事業、地すべり
対策事業

・平成２３年台風１２号に係る災害防止対策や土石流等の土砂災害から人家等を保全するとともに、
整備された砂防堰堤等により河川への土砂流出を抑制

事業概要

事業内容

砂防事業

渓流名 事業名
市・郡 町・村 字

1 新宮川 広瀬 激特地すべり 吉野郡 天川村 広瀬 ○（H27.1）

2 新宮川 北股谷 通常砂防（防災安全） 吉野郡 野迫川村 北股 ○（H28.3）

3 熊野川 堂の谷 通常砂防（防災安全） 吉野郡 野迫川村 今井

4 新宮川 柳谷 通常砂防（防災安全） 五條市 大塔町 辻堂 ○（H31.３）

5 新宮川 鍛冶屋谷 通常砂防（防災安全） 五條市 大塔町 辻堂

6 新宮川 宇宮原 激特地すべり 吉野郡 十津川村 宇宮原 ○（H27.3）

7 新宮川 小井 激特地すべり 吉野郡 十津川村 小井 ○（H27.3）

8 新宮川 今西 激特地すべり 吉野郡 十津川村 今西 ○（H27.3）

9 新宮川 大畑瀞 通常砂防（防災安全） 吉野郡 十津川村 重里

10 新宮川 大谷谷 通常砂防（防災安全） 吉野郡 十津川村 重里

11 新宮川 折立 地すべり（防災安全） 吉野郡 十津川村 折立 ○（R 2. 3）

12 新宮川 桑畑谷 通常砂防（防災安全） 吉野郡 十津川村 桑畑 ○（H28.7）

13 新宮川 泉谷川 通常砂防（防災安全） 吉野郡 上北山村 西原

14 新宮川 橡谷川 通常砂防（防災安全） 吉野郡 上北山村 小橡 ○（H27.3）

15 新宮川 池郷川 通常砂防（防災安全） 吉野郡 下北山村 上池原

完了番号
実施場所

水系名

令和4年12月末時点熊野川流域における砂防・地すべり事業一覧

熊野川の総合的な治水対策協議会
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奈良県

引き続き、土石流や地すべりといった土砂災害から人家等を保全するとともに、河川への土砂流
出を抑制するために砂防堰堤や地すべり対策施設の整備を進めてまいります。

事業効果

今後の進め方

砂防事業

◆ 平成２３年台風２３号により土石流が発生した渓流における対策工の事例

◆ 土砂災害等の防止施設の事例

被災時

被災時

現 況

現 況

現 況

吉野郡十津川村重里（⑨大畑瀞）

五條市大塔町辻堂（⑤鍛冶屋谷）

吉野郡上北山村西原（⑬泉谷川） 十津川村折立（⑪折立）

現 況

令和４年１２月末時点

砂防堰堤等の整備により土砂流出を抑制

地すべり対策施設の整備により土砂流出を抑制

砂防堰堤等の整備により土砂流出を抑制

砂防堰堤等の整備により土砂流出を抑制

熊野川の総合的な治水対策協議会
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治山事業

治山激甚災害対策特別緊急事業、災害関連緊急治山事業、復旧治山事業、予防治山事業、地すべり
防止事業、保安林整備事業（森林整備）、県単独治山事業

・平成２３年台風１２号災害や平成３０年台風２１号災害等により発生した山地災害の復旧・整備や山地
災害危険地における災害の未然防止を図るため、山腹工や渓間工を実施。
・保安林機能の早期回復を図るため、放置され、手入れの遅れた保安林を中心に、森林整備を実施。

事業概要

事業内容 熊野川流域における治山事業の実施状況（平成23年度～令和4年度）

・平成23年台風12号災害：23箇所（完成済）
・その他の事業実施箇所：14箇所（うち9箇所完成済）
・森林整備：約700ha（本数調整伐）

和歌山県新宮市熊野川町九重和田地内

和歌山県新宮市相賀平見外地内

和歌山県田辺市本宮町本宮口赤井谷地内

治山激甚災害対策特別緊急事業 等

災害関連緊急治山事業 等

災害関連緊急治山事業

上記３箇所以外において台風１２号災害にかかる事業を実施した地区
・田辺市 本宮町湯峯、本宮町一本松、本宮町伏拝、本宮町切畑、

本宮町上切原、本宮町三越
・新宮市 木ノ川、高田、南桧杖、相賀、佐野、熊野川町赤木、熊野川町田長
・北山村 竹原

熊野川の総合的な治水対策協議会
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山地災害の復旧・予防・減災を図るため渓間工・山腹工の整備を進めていく。また、本数調
整伐等の森林整備により保安林機能の早期回復についても進めていく。

事業効果

今後の進め方

治山事業

和歌山県新宮市相賀平見外地内

和歌山県田辺市本宮町本宮口赤井谷地内 災害関連緊急治山事業 等

災害関連緊急治山事業

山腹工A=0.67ha(H25.12月完成)

谷止工2基(H25.2月完成)

◆ 渓間工（谷止工）を実施し、渓流からの土砂流出を防止した事例

◆ 山腹工を実施し、斜面の崩壊を防止した事例

和歌山県新宮市熊野川町九重和田地内 治山激甚災害対策特別緊急事業 等

谷止工2基、山腹工0.20ha(H27.3月完成)

熊野川の総合的な治水対策協議会
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熊野川流域における砂防事業の実施状況（平成23年度～令和4年度）

事業名等 完成 事業中

H23台風12号災害対策（特定緊急砂防事業外） ３箇所

通常砂防事業 ３箇所 ２箇所

砂防設備等緊急改築事業 ２箇所

地すべり対策事業 １箇所 １箇所

砂防事業

特定緊急砂防事業、通常砂防事業、砂防設備等緊急改築事業、地すべり対策事業

・平成２３年台風１２号に係る災害防止対策や土石流等の土砂災害から人家等を保全するために、砂防
事業や地すべり対策事業を実施

事業内容

①丸岡谷川
H23~H26

②桧杖谷川
H23~H26

③大休場谷川
H24~H30

④本宮地区
H15~H27

⑤東の川
H24~H25

⑥観音谷
H27~H30

⑦湯ノ谷
H27~R2

⑧いら原川
H30~R3

⑨寺風呂谷川
R1~R3

⑩萩の谷川
H27~R5

⑪伏拝地区
H30~R8

⑫栗須谷川
R4~R8

事業概要

熊野川の総合的な治水対策協議会
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土石流や地すべり等の土砂災害を防止し、熊野川水系にある人家や重要インフラを保全する
ため、砂防事業を推進していく。

事業効果

今後の進め方

砂防事業

和歌山県新宮市南桧杖（①丸岡谷川）

谷止工１基(H25.3月完成)

◆ 平成２３年台風２３号により土石流が発生した渓流における対策工の事例

◆ 土砂災害等の防止施設の事例

和歌山県新宮市南桧杖（②桧杖谷川）

和歌山県田辺市本宮町伏拝（⑪伏拝地区）和歌山県東牟婁郡北山村大沼（⑦湯ノ谷）

被災時

被災時

完成後

完成後

砂防堰堤 地すべり対策施設

熊野川の総合的な治水対策協議会
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KINKI・CHUGOKU Regional Forest Office

近畿中国森林管理局国 民 の 森 林 ・ 国 有 林

十津川地区民有林直轄治山事業

十津川地区民有林直轄治山事業〔S42～R8〕

昭和４２年度に施工期間２５年間の当初全体計画を策定して事業着手しました。その後、新生崩壊・

拡大崩壊と事業区域拡大に伴った変更や、区域の一部概成により既存施設を奈良県へ移管し事業区

域面積の縮小に伴った変更を行いました。平成２３年には、台風１２号によって大規模な山腹崩壊地が

多数発生したことなどを踏まえ、事業区域面積を再度拡大して施工予定期間を延長するなど、適宜全

体計画の見直しを行い、復旧・復興に取り組んでいます。

事業概要

事業内容

【全体計画】

実施内容：渓間工193基、

山腹工215.27ha

事 業 費 ：約339億円

事業期間：S42～R8

奈良県

︓事業実施箇所
︓⼯事完成箇所

荒廃した渓流 治⼭ダムにより安定化

山腹工

渓間工

⼭腹⼯のイメージ

熊野川の総合的な治水対策協議会
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KINKI・CHUGOKU Regional Forest Office

近畿中国森林管理局国 民 の 森 林 ・ 国 有 林

令和３年度に策定された十津川地区民有林直轄治山事業変更全体計画書に沿って、荒廃の活

動性・侵食・拡大傾向が顕著な災害発生源について優先的・重点的に事業を実施し、地域住民

の安全・安心のため事業効果の早期発現に努めてまいります。

事業効果

今後の進め方

十津川地区民有林直轄治山事業

渓間工

山腹工

渓間工＋山腹工

▲H23被災 ▲H30完成

【十津川村 野尻区域山崎谷工区】

【野迫川村 野迫川区域檜股工区】

▲H23被災 ▲R3完成

【十津川村 野尻区域野尻工区】

▲R3撮影▲H23被災

拡大

⼭脚を固定し、⼟砂流出を抑⽌

崩壊斜⾯が安定化し、植⽣が復旧

安定した森林に誘導

▲R4撮影(施工後半年経過)

▲R4撮影(施工後3年半年経過)

熊野川の総合的な治水対策協議会
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KINKI・CHUGOKU Regional Forest Office

近畿中国森林管理局国 民 の 森 林 ・ 国 有 林

紀伊田辺地区民有林直轄治山事業

紀伊田辺地区民有林直轄治山事業〔H24～R9〕

平成２３年の台風１２号によって大規模な山腹崩壊地が多数発生したことなどを踏まえ、平成２４年

度に施工期間１１年間の当初全体計画を策定して事業着手しました。また、平成２３年の災害後に和歌

山県が観測調査を実施して斜面崩壊（地すべり性）の規模が当初の想定以上に大きいことが判明した

上秋津区域については、平成２８年度に追加して事業を実施しています。区域の一部概成により既存

施設を和歌山県へ移管し、また効率的、効果的な整備計画の変更に伴って事業費や事業計画期間を

変更するなど、適宜全体計画の見直しを行い、復旧・復興に取り組んでいます。

事業概要

事業内容

【全体計画】

実施内容：渓間工27基、

山腹工17.20ha

事 業 費 ：約105億円

事業期間：H24～R9

和歌⼭県

︓事業実施箇所
︓⼯事完成箇所

荒廃した渓流 治⼭ダムにより安定化

山腹工

渓間工

⼭腹⼯のイメージ

熊野川の総合的な治水対策協議会
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KINKI・CHUGOKU Regional Forest Office

近畿中国森林管理局国 民 の 森 林 ・ 国 有 林

令和３年度に策定された紀伊田辺地区民有林直轄治山事業変更全体計画書に沿って、荒廃の

活動性・侵食・拡大傾向が顕著な災害発生源について優先的・重点的に事業を実施し、地域住

民の安全・安心のため事業効果の早期発現に努めてまいります。

事業効果

今後の進め方

紀伊田辺地区民有林直轄治山事業

渓間工＋山腹工

渓間工

山腹工

【田辺市 愛賀合区域】

【田辺市 菖蒲谷区域】

【田辺市 本田垣内区域】

▲H23被災 ▲H28完成

▲H23被災 ▲H26完成 ▲H29(施工後3年経過)

▲H23被災 ▲R1施工状況 ▲R3(施工後2年経過)

崩壊斜⾯が安定化し、植⽣が復旧

⼭脚を固定し、⼟砂流出を抑⽌

安定した森林に誘導

熊野川の総合的な治水対策協議会
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7．今後の取組み⽅針 

協議会は、平成２３年９⽉の台⾵１２号に伴う被災を契機として、関係機
関が緊密に連携を図り熊野川の⼀貫した総合的な治⽔対策を推進すること
を⽬的に平成２４年７⽉に設⽴し、さまざまな取組みを進めてきた。 

これまで、約７３３万 m3 の河道掘削や堤防整備等による治⽔安全度の向
上、⽔系内全てのダムにおける事前放流による洪⽔調節機能の強化、ダム運
⽤の⾒直しや施設改良によるソフト・ハード両⾯からの濁⽔⻑期化の改善、
⼤規模斜⾯崩壊箇所等における治⼭・砂防対策や森林整備による⼟砂流出防
⽌・発⽣源対策等に取り組み、⼀定の成果が⾒られる。 

しかしながら、激甚化・頻発化する⽔災害に対応する治⽔対策、気象予測
精度向上によるダム運⽤改善のほか、堆砂対策、濁⽔⻑期化対策や⼟砂流出
防⽌・発⽣源対策等、依然として課題が残されている。 

今後もこれまでの取組みを継続しつつ、令和４年３⽉に策定された河川整
備計画に基づき、持続可能な総合的な⼟砂管理を実現するための専⾨部会を
設置し、協議会組織の充実を図るなど、新たな取組みを推進していくととも
に、あらゆる関係者が協働して流域全体で⾏う、「流域治⽔」の考え⽅を深
化させ、引き続き関係者が緊密な連携を図りながら、熊野川の⼀貫した総合
的な対策を推進していくものである。 

今後の具体的な対策として、各構成機関の取組み⽅針を以下に⽰す。 
 

〇近畿地⽅整備局 
・上下流バランスや沿川の⼟地利⽤も考慮し、豊かな河川環境や⾵⼟、歴史等に配慮し

ながら、河川改修を推進する。 
・施設能⼒を上回る洪⽔の発⽣に対しても、⼈命を守り、経済被害を軽減するため、集

⽔域など氾濫域を含む流域全体で、あらゆる関係者が協働して⾏う総合的かつ多層的
な治⽔対策を推進する。 

・⼟砂の移動による災害の防⽌、適切な河川等の整備・管理、海岸侵⾷の抑制、⽣態系
や景観等の河川・海岸環境の保全、河川・海岸の適正な利活⽤のため、流域の源頭部
から海岸までを⼀貫した総合的な⼟砂管理を⾏う。 

・ダム試⾏運⽤による洪⽔時の放流量低減及び堆砂対策を継続して実施する。 
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・紀伊⼭系直轄砂防中期計画に基づき、平成 23 年紀伊半島⼤⽔害の被災箇所の復旧を
進めるとともに、新たな砂防施設の整備を進めていく。 

 
〇三重県 

・令和 3 年度に河川整備計画に位置付けた熊野川本川の河道掘削が完了したことから、
引き続き⽀川の護岸整備等を進め、本川の⼟砂再堆積についてモニタリングを⾏い、
対策を検討する。 

・早期完成に向け⼟砂災害防⽌施設の整備を進める。 
・⼭地災害からの早期復旧を図るとともに、治⼭施設の整備や、適正な森林の整備を実

施する。 
 

〇奈良県 
・事業継続箇所において、近年の異常な降⾬に伴う⼟砂の流出により、濁⽔の発⽣等が

みられることから、早期の事業完了を⽬指し、引き続き県営治⼭事業による発⽣源対
策に取り組む。 

・⼟⽯流や地すべり等の⼟砂災害から保全するため、砂防堰堤や地すべり対策施設の事業
を進める。 

・⼟砂発⽣源対策から残⼟処分までの総合的な⼟砂対策の更なる推進にむけて、国、⾃
治体、関係機関と連携する。 

 
〇和歌⼭県 

・本宮地区および能城⼭本地区で実施中である河川整備の早期完成に努め、次段階の河
川整備計画について国や三重県、地元地区と調整のうえ検討する。 

・⼭地災害の復旧・予防・減災を図るため、渓間⼯・⼭腹⼯の整備を進めるとともに、
本数調整伐等の森林整備により保安林機能の早期回復についても進めていく。 

・⼟⽯流や地すべり等の⼟砂災害を防⽌し、熊野川⽔系にある⼈家や重要インフラを保
全するため、砂防事業を推進していく。 

 
〇関⻄電⼒（株） 

・流域内ダムの堆砂状況を把握し、川迫ダム、九尾ダムの堆砂除去等の対応を継続して
いく。 
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〇電源開発（株） 

・現⾏の運⽤ルールを継続するとともに、気象予測技術および降⾬・流⼊量予測の⾼度
化の状況を踏まえ、流域関係者に対して、当社ダムの放流量予測情報の提供に取り組
んでいく。 

・引続きダム運⽤の実績を蓄積し、「ダム操作に関する技術検討会」にて検証・改善を
図る。 

・今後も濁⽔⻑期化軽減対策およびモニタリングを継続し、改善を図る 
・ダム等において効率的な濁⽔早期排出に資するバイパストンネルの設置等を計画する。 
 

〇沿川⾃治体 
・熊野川流域における諸課題を解決するため、流域治⽔対策として沿川⾃治体が主体的 

に取組むべきソフト、ハード両⾯にわたる諸施策を積極的かつ計画的に推進する。 
 

〇近畿中国森林管理局 
・令和３年度に策定された⼗津川地区および紀伊⽥辺地区⺠有林直轄治⼭事業変更全体

計画書に沿って、引き続き直轄治⼭事業による発⽣源対策に取り組む。 
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